
科目名 ディジタル回路  (Digital Circuits)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

60 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　　橋本　基

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①10進数－２進数－16進数の変換ができ、計算ができること
②ブール代数を使った論理演算ができること
③基本ゲート回路の種類と動作がわかり説明できること
④簡単な論理回路の設計ができること

第3学年 電気工学科 履修 2 単位 - 講義 通年

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

10進数、2進数、16進数
の相互の変換ができ、2
進数、16進数で計算がで
きる。

10進数、2進数、16進数
の相互の変換ができ、2
進数で計算ができる。

10進数、2進数、16進数
の相互の変換ができる。

10進数、2進数、16進数
の相互の変換ができな
い。

到達目標
②

全てのブール代数の公
式を知っており、ブール
代数を使った論理演算
ができ、あらゆる場面で
応用できる。

7割のブール代数の公式
を知っており、ブール代
数を使った論理演算がで
きる。

5割のブール代数の公式
を知っており、ブール代
数を使った論理演算がで
きる。

ブール代数の公式を知ら
ず、ブール代数を使った
論理演算ができない。

到達目標
③

基本ゲート回路の種類と
動作が説明できる。ま
た、NAND、NORを用いた
ゲート回路の相互変換
ができる。

基本ゲート回路の種類と
動作が説明できる。ま
た、NANDを用いたゲート
回路の相互変換ができ
る。

基本ゲート回路の５種類
と動作が説明できる。

基本ゲート回路の種類と
動作が説明できない。

到達目標
④

動作を論理的に考え真
理値表にあらわすことが
できる。さらに論理式を
導くことができ、ゲート回
路を使って回路化でき
る。

動作を論理的に考え真
理値表にあらわすことが
できる。さらに論理式を
導くことができる。

動作を論理的に考え真
理値表にあらわすことが
できる。

論理回路設計ができな
い。

学習・教育到達目標 (B) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

総合評価割合 40 40 20

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ◎



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書  電子回路(2)ディジタル編（中村次男、コロナ社）

補助教材等  プリント(演習課題）

学　習　上　の　留　意　点

電卓やパソコンで計算ができるが、どのようにしてできるのだろうか？ここではパソコンに代表されるディジタル回路（論理演
算回路）の動作と設計方法を学ぶことを目的とする。ディジタル回路は，０と１（またはＨとＬ）の２値での演算を行ういくつかの
素子を組み合わせて構成される。まず、基礎として２進数および論理演算（ブール代数）について学ぶ。そして基本的な論理
演算回路の種類と動作を学ぶ。さらにそれを組み合わせたカウンタや演算回路といったディジタル回路の設計方法について
学ぶ。適時、回路設計演習を行う。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

電卓やパソコンで計算ができることを不思議に思ったことが無いだろうか。これらは、ディジタル回路と呼ばれる電子回路で
行えます。また、近年では音楽を聴く機器やテレビもディジタル化されています。このように身の回りはディジタル化されたも
のが多くあり、これからはディジタル回路の知識や技術は重要です。
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・本科目の目的・意義、および学習内容の概要
について理解できる
・10進数と２進数、16進数の相互変換ができ
る。
・2進数で四則演算、16進数で和差の演算がで
きる。

（予習）p.3～p.16を読
み、概要を把握してお
く。
（復習）例題およびP30
の演習問題を解く。ま
た、演習課題を解く。

１．ガイダンス
２．数体系

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

中間試験

・カルノー図を用いて簡単化した論理式を求め
ることができる。

４．基本ゲート回路 ・ＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴ，ＮＡＮＤ，ＮＯＲの
真理値表と論理記号について理解できる。

（予習）p.32～p.39を
読み、概要を把握して
おく。
（復習）例題を解く。

（予習）p.17～p.29を
読み、概要を把握して
おく。
（復習）例題および章
末問題を解く。また、
演習課題を解く。

３．論理代数

・ブール代数の諸定理について、ベン図や真理
値表を用いて説明できる。

・真理値表から論理式を導出できる。

・基本論理演算（ＡＮＤ、ＯＲ，ＮＯＴ）の種
類と動作について理解できる。

・デマルチプレクサ回路の動作と設計 につい
て理解できる。

・答案返却・解答解説
・全体の学習事項のまとめ
・授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解
できる。

（予習）p.46～p.48、
p.98～120を読み概要を
把握しておく。
（復習）例題、章末問
題を解く。また、演習
課題を解く。

５．正論理と負論理
６．ゲート回路の相互変換

・７セグメント表示素子とデコード回路の設計
について理解できる。

・マルチプレクサ回路の動作と設計について理
解できる。

７．組み合わせ論理回路

・切り換えスイッチ、比較回路の設計について
理解できる。

・エンコーダ／デコーダ回路の動作と設計につ
いて理解できる

・正論理と負論理およびゲート回路の正論理記
号と負論理記号について理解できる。
・ゲート回路間の相互変換ができる。

（予習）p.39～p.46を
読み、概要を把握して
おく。
（復習）例題、章末問
題を解く。また、演習

期末試験
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

総　授　業　時　間　数 60 時間

期末試験

１２．メモリ回路 ・メモリ（ＲＡＭ，ＲＯＭ）の構成と動作、ア
ドレス割り当て方法について理解できる。

（予習）p.167～p.186
を読み、概要を把握し
ておく。
（復習）章末問題を解
く。１３．ディジタルシステム ・論理演算用ＩＣの種類と特性、およびファン

イン・ファンアウト、ノイジマージン につい
て説明できる。

（予習）p.188～p.193
を読み、概要を把握し
ておく。

８．フリップフロップ

９．カウンタ

(予習）p.50～p.62を読
み、概要を把握してお
く。
（復習）例題、章末問
題を解く演習課題を解
く。

(予習）p.64～p.87を読
み、概要を把握してお
く。
（復習）例題、章末問
題を解く演習課題を解
く。

中間試験

・答案返却・解答解説
・全体の学習事項のまとめ
・授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解
できる。

・論理演算回路（ＡＮＤ，ＯＲ，ＸＯＲ）の動
作と構成について理解できる。

・乗算回路の動作と構成について理解できる。

１１．演算回路 (予習）p.122～p.147を
読み、概要を把握して
おく。
（復習）例題、章末問
題を解く演習課題を解
く。

・加算回路（半加算器、全加算器、並列加算
器）の設計について理解できる。

・減算回路（半減算器、全減算器、並列減算
器）の設計について理解できる。

１０．シフトレジスタ ・シフトレジスタの基本構成と動作について理
解できる。

(予習）p.87～p.91を読
み、概要を把握してお
く。
（復習）例題、章末問
題を解く演習課題を解
く。

・非同期式Ｎ進カウンタの動作と設計について
理解できる。

・同期式カウンタの動作について理解できる。

・フリップフロップの変換について理解でき
る。

・カウンタの基本動作と非同期式２ｎ進カウン
タの設計について理解できる。

・非同期式フリップフロップの種類と動作につ
いて理解できる。

・同期式フリップフロップの種類と動作につい
て理解できる。


